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■BDF：バイオディーゼル燃料とは 

 

●BDF（Bio Diesel Fuel)=バイオディーゼル燃料は、 

植物性油などを加工したディーゼルエンジン用 

燃料の総称です。 



 



 

 



 

 



 

 



■BDFと二酸化炭素 

●リサイクルにおける、二酸化炭素の排出と吸収が 

プラスマイナスゼロの事を「カーボンニュートラル」と 

言います。植物の成長過程における光合成による 

二酸化炭素の吸収量とBDFの燃焼による二酸化炭素の 

排出量が中立となり、実際の大気中の二酸化炭素の 

増減に影響を与えないことから、BDFはCO2ゼロカウントで 

発生抑制効果が見込めます。 



 

１日100LのＢＤＦを使用した場合、 

年間約９６tのＣＯ2が削減されます。 

 

杉の木の吸収量に換算すると 

約 7,000本 の代わりに相当します。 



人と地球にやさしい 

バイオディーゼル燃料は排気ガス中の 

 

●大気汚染につながる黒煙 

●酸性雨の要因になる硫黄酸化物 

●地球温暖化につながる二酸化炭素 

 

などの環境汚染物質を抑えることができます。 



 

 



 

 



粗製グリセリン 

 



 



 

「粗製グリセリン」のもとは食用油 

ということで 

 

肥料に使われる油かすの代わりや 

カロリーの供与剤のかわりにならないか 

 

活用方法を研究 

 



 

家畜ふん堆肥化における 

「発酵エネルギー源」 



 
石川県農林業公社 

 富来放牧場 

廃グリセリン（ポリ容器）⇒ 



 

● 家畜ふん堆肥化には 

  ⇒水分調整剤（おが屑等）が必要 

 

● しかし・・・ 

  近年、製材所の減少や 

  ベニヤ板等 木材の有効利用が進み、 

  おが屑が不足している 



 

 



 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

化学肥料 



 

 



 
● おが屑を50％減らし、廃グリセリンを５％添加 

 したものが有効的 



有効性（メリット） 
● 入手が困難で不足しているおが屑等の 

 削減が可能 

● 冬季における牛糞堆肥化の発酵促進効果 

● 60℃以上に上昇し無添加より高い堆積温度を確保

病原菌や寄生虫や雑草の種子を死滅可能 

● 粗製グリセリンが廃棄物から有価物としての利用
が可能になり処分における焼却エネルギーの

CO2削減に寄与 



経済性 
（受け手） 

● 堆肥化処理に必要な おが屑等 水分調整に

係る副資材費用の削減 
 

（出し手） 

● 産業廃棄物としての処分、保管及び運搬

等に係る費用の削減 



先進性 

今後、他の有機性廃棄物の堆肥化処理に
対し、発酵促進剤としての利用価値を見直
して頂けるよう、有効利用の拡大及び処理
促進に係る先進的役割を果たす 



普及性 

食品廃棄物を有効活用し、良質堆肥製造の 

原料の一部として再利用することで作物栽培の促進 

につなげ、食品リサイクル推進の観点から 

業界（グリセリン排出事業所等）及び農家双方に 

メリットがあるため、管内への普及推進を図る 



 ● 行政機関、研究機関、公益法人、民間企業が連携
した取り組みであり、また、一般家庭などから排出
された廃食用油をリサイクルすることから公共性が
高い 

 

● 「能登の里山里海」の取組には「環境保全型農業」
の推進が欠かせない。そのためには「堆肥を活用
した地力増進」が有効な手段の一つである。堆肥
の製造時に不可欠な水分調整剤（おが屑等）を減
少させ、発酵を促進させることができる「粗製グリセ
リン」を利用することは極めて合理性が高いと考え
られる。 



 



ご清聴ありがとうございました 

 


